
日吉台学区 防災初動マニュアル

	改訂	初版	2014年	5月
		２版	2014年	12月
		３版	2019年	3月
[bookmark: _Hlk171777094]		４版	2024年　　	10月
				
日吉台学区自治連合会
日吉台学区自主防災会

目次
1.	このマニュアルについて	2
2.	緊急時体制と情報の流れ	2
3.	機能と構成員・役割	3
3-1. 日吉台学区防災対策本部（日吉台市民センター内に設置）	3
3-2. 避難所（市民センター内および日吉台小学校）	3
3-3. 丁本部（各丁集会所に設置）	4
3-4. 各丁実動班	4
4.	災害状況と行動基準	5
4-1. 本部・避難所	5
4-2. 各丁本部	6
4-3. 各種団体	6
5.	避難情報の入手と災害概況の報告	7
5-1. 避難情報の入手	7
5-2. 災害概況の報告	7
6.	教育と訓練	8
6-1. マニュアル教育	8
6-2．緊急対処訓練	8
7.	緊急対処用機材	8
7-1. 機材の導入	8
7-2. 機材の維持・整備	8
8.	自主避難について	8
参考	9

1. [bookmark: _Toc173482995]このマニュアルについて
近年の災害では、自助、共助、公助の連携が重要であることが強く認識されている。これを受け、2013年の災害基本法改正では、地域住民が主体となって災害に備えるための計画を策定する仕組みである、地区防災計画制度が創設された。この制度に基づき、大津市が各学区に計画の作成を求め、2014年5月に初版制定されたのがこの「日吉台学区・防災初動マニュアル」である。その後10年が経過したので災害時における対応を見直し、2024年１０月に発行したのが本改訂版である。
このマニュアルには、自然災害（台風、地震、豪雨、雪害、液状化など）や大規模火災における初動対応基準、情報の流れ、自治連合会や各自治会の役割が記されている。

【重要】 各自治会は、新旧役員交代時に内容を引き継ぎ、この内容を集会所内に掲示すること。　　
2. [bookmark: _Toc173482996]緊急時体制と情報の流れ
[bookmark: _Hlk171779358][bookmark: _Hlk171779359]大津市災害対策本部
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図１．緊急時体制
災害時の緊急事態に対応する為、図１の体制を構築する。
1. 日吉台市民センターに日吉台学区防災対策本部(以下本部)を置く
2. 日吉台市民センター、日吉台小学校を避難所とし、各避難所に管理組織を置く
3. 各丁(=自治会単位)に丁本部を置く

この体制構築は、日吉台学区の被災状況、避難状況（在宅をも含む）を的確に行政に伝達し、必要な支援を得るために行う。また、行政が機能回復し、本部が解散を判断指示するまで継続する。
3. [bookmark: _Hlk171784279][bookmark: _Hlk171785984][bookmark: _Toc173482997]機能と構成員・役割
[bookmark: _Hlk171786064]図１の緊急時体制下での各組織の機能、構成員とその役割は以下の通りである。
[bookmark: _Toc173482998]3-1. 日吉台学区防災対策本部（日吉台市民センター内に設置）
機能
　学区内諸問題に関する最終判断を行う
1 学区内情報の集約
各丁から：　被害状況、避難状況、避難所要望、救助要望他
各丁へ：　各種指示、支援情報、行政からの情報の伝達、他
2 行政（初動支所班）、他機関（医院、他学区、報道機関等）との連絡
3 各丁本部、関係各種団体への指示
4 避難場所管理・運営に関する指示、支援
市民センター、日吉台小学校
構成員と役割
　本部長は自治連合会会長がこれを務める
1 自治連合会会長：　本部総括、各丁本部、関係団体への指示、行政依頼、支援情報他
2 学区自主防災会会長：　学区自主防災会の統括・避難所開設、運営の指示
3 支所長：　行政（初動支所班）他機関との連絡（医院、他学区、報道機関等）
4 消防分団副団長：　大津市消防団と地元分団の連絡調整、地元分団の指揮
5 自治連事務局長：　学区内情報の集約（被災状況・避難状況・避難所ニーズ、救助ニーズ他）
6 自治連合会長と学区自主防災会会長は、毎年度具体的な本部構成員氏名と連絡先を掲載した本部構成員名簿（参考５）を作成し、支所で保管すると共に主要関係者に配布する。
[bookmark: _Toc173482999]3-2. 避難所（市民センター内および日吉台小学校）
避難所は大津市避難所開設基準（参考１）によって開設され、原則として日吉台１，２丁目住民は市民センター避難所、３，４丁目住民は小学校避難所に避難する。
自主防災会は「避難所開設マニュアル」に基づいて各丁自主防災会による「実動班」を組織して避難所開設の支援を行う。
　構成員と役割
市民センター避難所　
1 学区自主防災会会長（兼）
「避難所開設・運営班への指示」

日吉台小学校避難所
1 学区自主防災会副会長
「避難所開設・運営班への指示」
2 自治連合会副会長
「学区防災対策本部との連絡・調整」
[bookmark: _Toc173483000]3-3. 丁本部（各丁集会所に設置）
機能
1 学区本部との連絡
住民から：　被害状況、避難状況、救助要望、住民要望
住民へ：　避難情報及び避難所開設の通知、支援情報、行政からの情報　他
2 丁状況の正確な把握（安否確認、被害状況）
3 学区本部からの指示に対応した実働班(防災委員、組長、住民有志)への指示
4 丁内住民に対する集会所の開放・利用法の決定

構成員と役割
丁本部長は各自治会長がこれを務める
1 自治会長：　学区本部との連絡、丁状況の正確な把握（安否確認、被害状況、避難状況、救助ニーズ、住民ニーズ、）避難情報連絡（警戒レベル１～５）支援情報・行政対応の連絡
2 自主防災会丁代表：　学区本部からの指示に対応した実動班への指示、避難所開設、避難所での丁の取りまとめ、災害時要援護者への対応を指示、
3 自治会副会長：　自治会長の補佐、集会所利用・開放
4 防災士：　学区自主防災会会長からの指示により自主防災会丁代表を補佐
[bookmark: _Toc173483001]3-4. 各丁実動班
　各丁本部は自主防災委員と組長、住民有志を主とした実動班を組織する
機能
1 各世帯の安否確認、被害状況、避難状況、救助ニーズ、住民ニーズ等を把握
2 初期消火
3 避難所への誘導、避難所での避難者名簿作成等の介助
構成員と役割
①　自主防災委員・組長・住民有志等：　自主防災会丁代表の指示により行動する
4. [bookmark: _Toc173483002]災害状況と行動基準
図１の緊急時体制が必要になるのはどのような時か、その基準と行動を示す。（警戒レベルについては参考２、震度については参考３参照のこと。）

但し、全ての構成員は次の2点を最優先とする。
· [bookmark: _Hlk521318781]自らの安全確保
· 自身の家族の安全確保
[bookmark: _Toc173483003]4-1. 本部・避難所　
	
	
	状況

	組織
	構成員
	警戒レベル３（高齢者等避難）発令時
	①警戒レベル４（避難指示）発令時
②震度5強以上の地震
	①ライフライン停止60分以上
②火災
③大津市が自主避難者のために市民センターを開放する場合

	本部
	◎自治連会長
	本部参集
· 避難情報各丁へ連絡
· 各丁トランシーバー立ち上げ指示
· 連絡体制確保
· 避難者対応人員確保
	本部参集

	
	学区自主防災会会長
	
	本部参集

	
	支所長
	
	本部参集

	
	自治連事務局長
	本部参集
	本部参集
	

	
	消防分団副分団長
	大津市消防団長指示に従う
	本部参集
	

	市民センター避難所
	◎学区自主防災会会長（兼）
	本部参集　
	本部参集
	

	小学校　　　
避難所

	◎学区自主防災会副会長
	小学校避難所参集
	小学校参集　　
	

	
	自治連副会長
	小学校避難所参集　
	小学校参集　　
	

	
	小学校校長
	
	小学校参集
	


　　
　（日吉台消防分団・分団長は大津市消防団・団長の指揮下に入り西分署に参集）



表2．本部行動基準


[bookmark: _Toc173483004]4-2. 各丁本部
	
	
	状況

	組織
	構成員
	警戒レベル３（高齢者等避難）発令時
	①警戒レベル４（避難指示）
発令時
②震度5強以上の地震発生時

	丁本部
	◎自治会長
・自治会副会長
	集会所参集
· 避難情報の周知
· 避難指示発令時に連絡・避難が出来る様、体制確保
· 要配慮者の避難意志確認、特に独居高齢者
	集会所参集
· 避難指示の住民周知
· 地震時は住民安否確認及び被害状況調査

	
	自主防災会
丁代表
	集会所参集
自主防災委員の連絡確保　及び自治会長の補佐
	集会所参集
自治会長の補佐

	
	自主防災委員
	防災会丁代表指示に従う
	防災会丁代表指示に従う

	
	防災士
	防災会丁代表指示に従う
	防災会丁代表指示に従う

	
	組長
	自治会長指示に従う
	自治会長指示に従う



表３．各丁本部行動基準

[bookmark: _Toc173483005]4-3. 各種団体
学区自治連合会に所属する「各種団体」は災害発生後、まず「自らの安全確保・自身の家族の安全確保」を最優先とし、その後に、団体所属構成員でその団体が日常活動されている内容に準じた「避難補助・対外活動・避難所補助」等の支援活動を行う。



5. [bookmark: _Toc173483006]避難情報の入手と災害概況の報告
[bookmark: _Toc173483007]5-1. 避難情報の入手
各構成員は可能な限り大津市の緊急情報配信サービスに登録し、自ら情報の入手をすることによって、遅滞なく行動に移れるようにしておく。

· [image: ]右二次元コードまたは大津市ホームページの防災ポータルページから情報を得る。
· 防災ポータルページから大津市・防災メール」に登録しておく　（携帯電話から）
5520bou@wbi.jp　に空メールを送れば登録される。詳細は大津市防災ポータルページ参照。登録すると以下の様な情報がメールで配信される。
· 避難情報
· 気象警報
· 特別警報
· 土砂災害警戒情報
· 記録的短時間大雨情報
· 竜巻注意情報
· 地震情報（震度4以上）
· 弾道ミサイル情報　　    
[bookmark: _Toc173483008]5-2. 災害概況の報告
この体制構築は、日吉台学区の被災状況、避難状況（在宅をも含む）を的確に行政に伝達し、必要な支援を得るために行うものであり、参考４に示す災害概況報告書によって情報伝達を行う。
この報告書の作成は「丁本部」にて行い「学区本部」に提出する。　作成にあたっては各世帯の安否確認、被害状況や地域のインフラ被害の把握が必要であり、自主防災会丁代表の指示により「各丁実動班」が担当する。
各丁全体の集計は自主防災会丁代表が行い自治会長の承認を得て「学区本部」に提出する。被災状況は刻刻変化するため（第1報）提出後は、状況に応じて（第２報）以下を順次作成し提出する。


6. [bookmark: _Toc173483009][bookmark: _Hlk172795579]教育と訓練
[bookmark: _Toc173483010]6-1. マニュアル教育
· 学区自主防災会は自治連合会と協力して一年に一度、新役員決定後のなるべく早い時期に、本部、丁本部構成員（組長を含む）に対して本マニュアルの教育を実施する。
· 各丁自治会長は、各自治会内で上記の教育を受講できなかった構成員に対して補講を行う。
[bookmark: _Toc173483011]6-2．緊急対処訓練
· 学区自主防災会は一年に一度、構成員に対し、行動基準に則った訓練を実施する。
· 訓練には電話、携帯電話等が災害発生時に利用できない場合も想定し、徒歩連絡やトランシーバー等を使用した情報伝達の訓練を盛り込む。
7. [bookmark: _Toc173483012]緊急対処用機材
[bookmark: _Toc173483013]7-1. 機材の導入
· 学区自主防災会は緊急時に必要な機材を計画的に導入し、必要に応じて自治連合会総会などに提案を行う。

[bookmark: _Toc173483014]7-2. 機材の維持・整備
· 学区自主防災会は、導入した機材が緊急時に稼働出来る様、定期的に状態を確認し、稼働できないものがある場合は代替品購入等の対策を講ずる。
· 学区自主防災会は、トランシーバー等の電気機器などで正しい取り扱いをしないとその機能が発揮できないものについては取扱手順書を作成し、機材を使用する構成員にその教育を行う。
8. [bookmark: _Toc173483015]自主避難について
· 「気象警報」が発令されると夜間、休日でも　日吉台支所に市職員が出勤し、市民センターを開放するので、不安を感じる住民は市民センターに避難することができる。そのことを各丁自治会・自主防災会は予め住民に広報しておく。
　　　　　日吉台支所電話　　　５７９－５０９４


[bookmark: _Toc173483016]参考
	参考１）大津市の避難所開設【基準】

· 震度５弱～震度５強の際及び風水害（避難情報発令）の際
市内の被害状況を鑑み、危機・防災対策課を含めた災害警戒（対策）本部で開設する避難所を選定。本部の指示で、開設する避難所へ職員を派遣。
· 震度６弱～震度７の際
市内すべての避難所を自動的に開設することとし、災害対策本部の指示を待たずに避難所を開設する。
· 初動支所班は震度５で支所に出動する。



	参考２）警戒レベル・避難情報の一覧　　　（令和3年5月20日から）

	　
	情報の名称
	主に求められる行動

	警戒レベル　５
	緊急安全確保
	自宅の上層階や近隣の頑丈な建物への移動

	警戒レベル　４
	避難指示
	避難所など安全な場所への避難

	警戒レベル　３
	高齢者等避難
	高齢者は避難開始。災害リスクの高い地域の住民は避難

	警戒レベル　２
	大雨・洪水・高潮注意報
	自らの避難行動を確認

	警戒レベル　１
	早期注意情報
	災害への心構えを高める


※警戒レベル４までに必ず避難！！



	参考３）地震 震度５の状況

緊急行動の基準となる震度５強の状況は以下の通り
	屋内
	屋外
	建物
	設備・インフラ
	地形

	恐怖を感じ、たいていの人が行動を中断する。
食器棚などの棚の中にあるものが落ちてくる。テレビもテレビ台から落ちることもある。
一部の戸が外れたり、開閉できなくなる。
室内で降って来た物に当たったり、転んだりなどで負傷者が出る場合がある。
	窓ガラスが割れたり、補強していないブロック塀が落ちてくる。
道路にも被害が出てくる。
	木造：耐震性の低い住宅では壁や柱が破壊するものがある。
RC造：耐震性の低い建物では、壁や柱に大きな亀裂が入るものがある。耐震性の高い建物でも壁に亀裂が入るものがある。
	停電する家庭が出てくる。
ガス・水道管に被害が出て、利用できなくなる。
	軟弱な地盤で、亀裂が生じることがある。
山地で落石、小さな崩壊が生じることがある。


※緊急地震速報は最大震度5弱以上が予想される地域に発表される。



	[bookmark: _Hlk173341757]参考４）災害概況報告書（次ページ）


[image: ]

	参考５）本部構成員名簿（例）

	組織
	構成員
	氏名
	住所
	固定、携帯電話・メールアドレス

	本部
	自治連会長
	
	
	

	
	学区自主防災会会長
	
	
	

	
	支所長
	
	
	

	
	消防分団副分団長
	
	
	

	
	自治連事務局長
	
	
	

	市民センター
避難所
１，２丁目　　　　　　
	学区自主防災会会長（兼）
	
	
	

	
	
	

	

	



	小学校
避難所
３，４丁目
	学区自主防災会副会長
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	自治連副会長
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	その他
	消防分団長
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